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宮崎県機械技術センターの

「業務内容」と「実績」

※以下の技術支援を主に実施しています。　※（）は令和５年度の12月までの実績です。

1

　企業から持ち込まれる技術的課題について、口頭指導、資料提供、他機関などへの斡

旋等によって課題解決に向け支援を行います。

　技術相談（290件）

2

　センターの機械設備に関する操作方法等の研修を実施します。

研修の内容及び期間は、企業ニーズ等を踏まえて設定することとし、複数の研修プログ

ラムを用意しています。

  センター機械設備の取扱研修（5コース/26名受講）

3

　企業の技術職員の技術向上と知識の習得を計るため、外部講師等を招いた講習会を

開催します。

  技術講習会/ものづくりセミナ－の実施（4回/１回）

4

　センターの機械設備を利用しての指導のほか、必要に応じて職員を企業に派遣し、 現

場で機器操作に関する指導等を行います。

  技術指導(280件)/設備利用（315件）/依頼試験（1110試料）

5   専門家等派遣による現場指導や技術伝承に関する業務（８回）

　企業が抱える技術的課題や人材育成に対し、専門家又は熟練技能者による現場指導あ

るいは技能伝承によって技術力向上や技術者の育成を支援するための事業を実施しま

す。

6   機械金属工業の振興に関する調査等（ 23回）

  先進地技術調査と新技術導入のための派遣研修などを実施します。

7   企業巡回訪問（59社）

　企業が抱える課題やニーズを把握するとともに、センター業務を広く周知していくため、

企業巡回訪問を実施します。

8

 　小中学生の教育や企業の新入社員の導入教育など に役立つよう、所内見学会を適時

実施します。

   センタ－見学の受け入れ（125名）

9   県北地域のイノベーション創出のための取り組み

　県が策定した「みやざき産業振興戦略」に基づいて、産学官の24機関で組織する「イノ

ベーション共創プラットフォーム」と連携し、県内に埋もれた技術シーズの発掘・事業化を

支援します。
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       囲において）

       の範囲において）

　　　　　　　　　　 表示試験力の±0.3％以内

　　　（ロードセル定格容量の1/1000～1/100

　　　（ロードセル定格容量の1/100～1/1の範

    有効試験幅/600mm

　　概要　金属やプラスチック、種々の複合材料など各種材料の強度試験が可能です。また、治

　　　最大負荷容量　1000ｋN

　　　試験力精度　表示試験力の±１％以内

　　　負荷方式　　たて型　油圧負荷式

　　仕様　

 １　油圧式万能試験機 UH-X2シリーズ1000ｋN (株)島津製作所

　　　　　　具を付け替えることで引張試験、曲げ試験、圧縮試験などにも対応可能な装置です。

　　　試験力計測　レンジレス

　　　負荷速度　最大70ｍｍ/ｍｉｎ（60Ｈｚ）

　　　有効試験空間

　　　　　つかみ具間距離　最大1000ｍｍ

　　　　　圧盤間距離　最大　900ｍｍ

　　　　（ロードセル定格容量の1/1～1/250の

2　精密万能試験機 AGX-V2シリーズ100ｋN (株)島津製作所

　　概要　本装置は主に金属やプラスチック材料等の強度試験が可能です。

　　　　　　治具を付け替えることで、引張試験、曲げ試験、圧縮試験に対応することができます。

　　仕様　

　　　最大負荷容量　100ｋN

　　　負荷方式　ACサーボモーター駆動

　　　　　範囲において）

　　試験力測定/表示試験力の±0.5％以内

新規導入設備のご紹介

ご利用をお待ちしています

　当センターでは「公益財団法人JKA２０２３年度補助（公設工業試験研究所等の機械設備拡充補助

事業）」を受けて「油圧式万能材料試験機(100トン)」と「精密万能試験機(10トン)」を新規導入しま

したので紹介します。
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今年度も昨年度と同様にみなさんの要望に応え、講演内容を限定公開で令和５年１２月１１日から１２
月１７日までYouTubeを使って動画配信しました。

講演内容は以下と通りです。

昨年度はＩＴの知識が不要で、ＤＸの全体像についての基礎的なセミナーを開催しました。今年は昨年
より少し進んだ内容で、ＤＸによる社会や産業構造の変化を事例とともに紹介し、デジタル時代の人材
像についてのお話もしていただきました。終盤のセクション４では話題の技術「生成ＡＩとｃｈａｔＧＰＴ」を
取り上げていただきました。また、昨年講演した内容の動画も見逃した方や再度視聴したい方のために
同時配信しました。

今年度の実績として、プレス加工に関する技術と切断加工の技術でそれぞれ１件、合
計２件の企業間のマッチングを実施しました。また、Ｒ５年度ものづくりセミナーを通して
ＤＸに関するノウハウをもつ県外企業と県内企業とのマチングの機会を設けました。こ
のように県外の優れた技術をもつ企業様等と県内企業様とのマッチングも支援していき
ます。

当センターはミクロエース株式会社とめっきの技術に関して共同研究を実施し、当セ
ンターは評価に関する研究を担当しています。期間は令和５年８月１日から令和６年７月
３１日までです。当センターは共同研究を通して研究開発の分野でも県内企業を支援し
ています。

「モノづくりセミナー」を開催

イノベーション創出

マッチングの機会を演出/共同研究の実施

テ－マ　未来をつかむＩＴ入門
           「初心者でもわかるＤＸとchatGPTの活用セミナー」
講師　株式会社システムシェアード　専務取締役　室井 明  様
内容

セッション１　セミナーの目的と概要

セッション３　デジタル時代の人材活用
セッション４　話題の技術「生成ＡＩ(ｃｈａｔＧＰＴ)」をピックアップ

セッション２　社会の変化と事業の変化

[見逃し配信]

内容

性、新規分野への挑戦等の参考になったと思います。当センターではものづくり企業を支援するため

　　企業化」が必要な理由と主要技術とは？」

今回の講演はデジタル人材やＡＩの活用に関するセミナーでしたので、ものづくり企業の変化の必要

されています。これを克服するために国はＤＸの普及を強く進め

　　様な変化が起きているのか？」

テーマ　ＩＴ知識不要
　　　　　 ｢８０分でわかる、ＤＸによるビジネスの変化｣　　　　　　　　　　　
講師　株式会社システムシェアード　専務取締役　室井 明  様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　産業の変化と主要技術 「ＩＴは関係ないという産業ほど「ＩＴ

　以前から、少子高齢化が叫ばれていましたが、近年、特に重要視

また、生成ＡＩ等の新技術の導入も必須になります。

に、今後もＤＸなど新しい考え方や新技術の情報を発信します。

その実現には中小企業でもデジタル人材の育成と確保、活用が求められるようになります。

ています。

１　ＩＴ技術による社会の変化「今、社会ではＩＴ技術により、どの



4

これらに優れたコンパクトＭＣの最新技術動向についてセミナー

工技術の技術講習会を通した企業間のマッチングの機会も演出

畝原様は７年前から吉玉精鍍様の工場現場での様々な困り事を、ＩｏＴを使った改善策と紐つけて取り組んだお

り、その成功事例を今回のセミナーで惜しみなく紹介していただきました。お金をかけないで自ら現場の要求

に対応して、より良く改善していく姿勢はものづくり企業に共通することで大変参考になったと思います。畝原

様はこれまで「どのような場面でＩｏＴ機器が活用できるか」を現場の改善に活かせるかイメージして取り組んで

きたそうですが、今後は、これから予想される「労働人口の減少」に対する対策が重要課題になると考えている

そうです。そのためには、「ＡＩやＩｏＴなどのデジタル技術を活用した管理の強化と業務の簡素化」や「デジタル

技術を活用した業務のスリム化（労働生産性向上）」「ロボット技術の活用」が必要で、同時に「人財育成（デジタ

ル技術に慣れた社員郡）」が大事と考えているそうです。吉玉精鍍様はこれからも挑戦し続けていくと話されて

いました。今回の事例紹介はものづくりの中小企業が生き残るためのヒントになったと思います。当センターで

は今後も現場に密着した貴重な事例を可能な限り紹介していきたいと思います。

を開催しました。中でも主軸ＢＴ３０番ＭＣは小径ツールを使用す

「身の丈から始めるＩｏＴ」ＩｏＴは現場改善のツールWEBセミナー　　　　　　

るため、高速回転・高速送りで高い生産性を有しています。 今回

本年度も動画を配信したＷｅｂセミナーや講師をお招きしたリアルのセミナーを実施しています。

１　精密加工技術分野

受講希望者　２３名

高生産性、高省エネ性能が重要な要素となっています。 今回は

貢献などを紹介しました。 今後も最新加工術に関する情報も技

「ＢＴ３０番マシニングセンタによる生産現場改革」Ｗｅｂセミナー　

動画配信日　令和５年９月４日（月）～９月１０日（日）

講師　ブラザー工業株式会社 マシナリー事業　産業機器

　　　　営業部　国内営業Ｇ　大阪営業所　石川 博康 氏　

は基本機能に加え協働ロボットによる自動化事例や省エネへの

加工現場の中心を担うマシニングセンタ（以下 ＭＣ）は高精度、

術講習会を通して定期的に実施していこうと思います。 また、加

動画配信日　令和５年１０月２日（月）～１０月９日（月）

内容

講師　吉玉精鍍株式会社 スマート工場推進　部長 畝原 広美 氏　

受講希望者　２６名

内容

したいと思います。

２　ＩＣＴ、ロボット関連技術分野

技術講習会にて最新技術の動向や

ノウハウをご紹介
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実施日　令和５年１１月６日（月）～１９日（日）

３－１　基礎Ｗｅｂセミナー

講師　宮崎県機械技術センター　村野 雄一

　３　分析技術分野

受講希望者　２７名

内容

「ＳＥＭ－ＥＤＳ基礎Ｗｅｂセミナー（動画配信）と実技セミナー(リアル)」を同時開催

実施日　令和５年１１月８日（水）～９日（木）

受講者　５社　５名

コロナ禍が明け４年振りに日本電子のスペシャリストを講師としてお招きし、リアルの実技セミナ-を

実施しました。受講者に日常の業務で発生する分析サンプルを持ち込んでいただき、ＳＥＭ観察、元

素分析に関して悩んでいることを講師と一緒に解決していただきました。リアルでの実施について

「聞きたい内容をその場で聞くことができ、疑問について理解できた」、「実際に利用者と会話する

ことで、必要な結果を得ることがでる」など受講者・講師の両者から良い評価をいただいています。

今後、Web・リアルそれぞれの良さを活かしてセミナーを企画したいと考えています。

内容

講師　日本電子株式会社　西日本ソリューションセンター　主査　藤田 憲市 氏

ＹｏｕＴｕｂｅを利用して、３年ぶりに材料分析の主要機器であるＥＤＳ付き低真空走査電子顕微鏡（Ｓ

ＥＭ－ＥＤＳ）の基礎と分析例を動画配信しました。初心者から中級レベルの方までを対象にＳＥＭ－

ＥＤＳの基礎、利点や欠点、分析例を解りやすく解説しました。ＳＥＭ-ＥＤＳで実際に分析するために

重要な前処理条件、加速電圧、ＰＣ値、ＷＤ等も詳細に解説しました。また、高真空モ－ド、低真空モ

－ドについても解説しています。受講者からわかりやすかった、実際の実務に活かせるなど前向き

な評価をいただきました。また、ラマン分光法等を利用した異物分析に関するセミナーを希望する

要望もありました。今後もＷｅｂを利用した分析に関するセミナーを継続したいと思います。

３－２　実技セミナー(リアル)



ものづくりに係る品質向上の支援活動
「ご相談お待ちしております。」

　 当センターはボールバーシステム、レーザ計測システム、フィールドバランサーなど工作機

器等のガタつき、位置精度を計測できる機器を有しています。工作機器の導入時は正しく設

置・設定されていても経年とともに変化や劣化していることもあります。よって、定期的に検

査確認することをお勧めします。当センターではこのような精度確認の相談を常時受けてい

ますので、気軽にお声掛けください。

　当センタ－では８月５日に行われた令和５年度九州地区高校生溶接技術競技会（九州大会：鹿児島

市）に参加する日向工業高校生３年生１名と、次年度以降の参加を目指す２年生１名と１年生２名の技

術向上を支援するために、要請に応えて溶接技能に長けた専門家を７月１８日、２０日、２７日、８月２

日の計４日間派遣し、アーク溶接技能の現場指導を実施しました。今回の競技会において、指導を受

けた１名が個人の部で優勝しています。このことから全国選抜大会（愛知県）に向け、さらに追加で専

門家を１０月１２日、２１日、３０日、 １１月９日の計４日間派遣しました。結果、全国選抜大会にて３位

の好成績を得ています。今後もこの他にＤＸ、ＩＣＴの分野や品質問題、設備に関することなどの他の

ことでも専門家を派遣することを考えていきます。

専門家派遣事業
（要請に応えて、専門家を派遣する事業です）

ボールバーシステム

フィールドバランサ

フィールドバランサ使用例
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　文部科学省の事業であるスーパーサイエンスハイスク－ル（ＳＳＨ）の中で取り組むフィールドワ－ク

は提案された専門的な課題に沿って、生徒が研究や職場体験を行います。今回、ＳＳＨの指定校であ

る延岡高校のメディカル・サイエンス科１年性１６名の生徒さんが９月４日に当センターが所有してい

る赤外顕微鏡付きＦＴ－ＩＲを使用して、紫外線等の環境の変化による樹脂の劣化（構造の変化）を測

定しに来てくれました。今後も当センターはこのような科学系人材を育成する取り組みを支援してい

きます。

ＳＤＧｓフィールドワーク
「ＦＴ-ＩＲを用いて合成樹脂（プラスチック）を調べてみよう！」

 に協力しました。

　 当センターでは施設見学と研修を随時実施しています。コロナ過が明け通常に戻りつつありますが、

施設見学については実施件数が１９件（１2５名）となりました。今後も、小中学校生の子供たちや企業

関係者など可能な限り幅広く対応していきます。一般個人の方も気軽にお申し出ください。研修につ

きましては設備の取扱操作研修や新入社員導入の研修など、中学生や高校教諭の職場体験研修も受

け入れています。ご相談願います。今後も状況やご要望に応じて各種研修を設定します。

「見学」や技術研修対応
～中学生の体験学習や教員研修なども受け入れています～

　当センターでは、職員が直接ものづくり企業を訪問して、企業の置かれている現状を把握し、セン

ターに対するご意見、ご要望等をお尋ねする「巡回訪問」を毎年度実施しています。本年度も昨年に

続きコロナ禍の影響で、訪問することが難しい状況でしたが、Webでのリモート面会やメールでの

アンケート依頼など直接訪問以外の方法も模索しながら、ものづくり企業と意見交換を行い、ニー

ズ調査を行っています。

お困りごとはありませんか？
～企業巡回を実施しています～
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これらのテクノロジーを応用すると、大量のデータからパターンを認識させることで、ビジネスや生活におけ

る様々な難しいタスクをこなせるようにコンピューターをトレーニングすることができます。最近では翻訳や

自動運転、医療画像診断や囲碁・将棋といった人間の知的活動に、ＡＩが大きな役割を果たしつつあります。ま

た、ＡＩ搭載の冷蔵庫、洗濯機などの家電も商品化されています。このように日々、さまざまなニュースでＡＩの

活用が報道され、社会でも活用の意欲が高まっています。現に、多くの企業はＡＩの活用を一度は検討したこ

とがあるでしょう。

近年、コンピューターの性能が大きく向上したことにより、機械であるコンピューターが「学ぶ」ことができるよ

うになりました。それが現在のＡＩの中心技術、機械学習です。

当センターではデジタル技術をお持ちの方々と中小企業を橋渡しすることも積極的に行っています。今後と

もデジタル技術の情報発信に勤めていきます。

　ＡＩとは人工知能（Artificial Intelligence（アーティフィシャル　インテリジェンス））の略称です。具体的に

は、人間と同等のレベルで知能を備えたコンピューターのことです。　　

では、実際に活用はどれほど進んでいるのでしょうか。「AI白書 ２０２０」によると、企業におけるＡＩの活用は

わずか４．２%にとどまっています。このデータを見ると、まだ日本では社会的に活用が進んでいるとは言えま

せん。普及率１６%（２．５％＋１３．５％）の理論というものがあります。これの数値を越えると急速に増えてい

くそうです。現在、企業におけるＡＩの活用は左下図（普及曲線）に示すアーリーアダプター（早期に取り組む人）

の領域にあると思われます。まだ早いと躊躇されている方がほとんどだと思いますが、ＤＸ推進のためにＡＩ

の活用は必ず必須になります。活用に消極的な中小企業の方も少子高齢化対策の大きなツールとして、いず

れは使わざる得なくなります。ＡＩ、ロボット、クラウド、ビッグデータ、センサ技術、高速通信技術などの新しい

技術を使って、思い切ってＤＸを推進しませんか？ファーストペンギンを目指しませんか？

AIとは？　どんな影響をあたえるのか？
DXを加速する手段となるのか。
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ホームページやSNS、メルマガで情報発信しています。
～相談ごとなどありましたら気軽に御連絡ください～

　利用者アンケートの中で｢センターの利用方法紹介｣を求める声がありました。詳細はホ－ムページ

に記載しています。都度更新していますので、新着情報はもちろん、設備利用や依頼試験に必要な

各種申請書のダウンロ－ドや利用機器の料金表なども閲覧印刷できるようになっています。技術相

談やセンター利用に関してわからないことなど、直接、メ－ルで問い合わせできるようにしています

ので、お気軽にご利用願います。当センターの沿革や、運営団体である宮崎県機械技術振興協会に

ついても記載しています。興味がある方は閲覧してみてください。また以前からあるメ－ルマガジ

ンにても新着情報を適時発信しています。配信希望の方はホームページから登録するか直接お電話

かメールにてご連絡下さい。

Ｘ（旧Twitter） @miyazaki_mmtc

今回、新たな情報発信手段として、インスタグラム、Ｘ（旧ツイッタ－）を開設しました。フォローをして

いただいて最新情報をゲットしてみてください。

ホームページ https://www.mmtc.or.jp/

Instagram　 @miyazaki_mmtc
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